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2023 年度中高生向け AI プログラミング講座事業報告

ho¥告  

社 会 教 育 事 業    

 

 

 

9 月 10 日、9 月 17 日、9 月 24 日、10 月 1 日、

10 月 15 日（全 5 回）にすばる望遠鏡観測制御シ

ステム、人口衛生「はやぶさ」の運用計画システ

ム、非接触 IC チップ搭載ソフトウェアを手掛け

ている(株)セックから岩井講師と下田講師を迎

え、AI 分野で仮説を立てて挑戦し「探求する力」

を身に付ける 5 日間の対面での集合研修を 57 名

の応募者の中から事前の数学的素養や論理的思

考力を見る選抜テストにより 20 名が選抜され参

加しました。 

1 日目の講義では AI とは何か、AI はどう動いて

いるのか？を知り、プログラミング（Python）を

学びました。 

2 日目はオセロのプログラミングを学び、後のワ

ークショップでは 6、7 人程度でチームを組み、

オセロの強化学習を行いました。 

3 日目は前回のワークショップの内容、AI を作

る、AI の改善を引き続き行いました。 

4 日目は成果発表に向けてチームでの最終調整

が行われました。 

5 日目の最終日の成果発表では各グループが「AI

の改善」を探究し、その成果をプレゼンテーショ

ンしました。 

 

 

講師の先生らが①探求力、②プログラミング力、③チームの団結力、

④チャレンジ力、⑤プレゼンテーション力、これら 5 つの項目て審

査を行い、最も高い評価のグループとしての大賞を「イキガミ」に、

次に評価の高かった「オキナミキノコ」に金賞を授与しました。そ

して、成果発表にむけて精一杯取り組んだことを称え、敢闘賞を「い

ちご」に授与いたしました。  

 



 
（参加者の声） ・やがてくるという事実と向き合う勇気。・いつかではなく今動こうと思った。 

・「想像すること」の重要さ。事前にシミュレーションすることが大事だと思いました。 

・今まで漠然としか考えていなかった状況想定ですが、今回真剣に考え、いざというときに積極的に動こうとい

う意識の大きな変化がありました。・地域での自分の役割にも意識を向けるきっかけになりました 

 講師 宮崎賢哉：災害支援・防災教育コーディネーター/社会福祉士 

   澤善裕：そなエリア東京（東京臨海広域防災公園管理センター） 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 11 月 17 日に自衛消防訓練を実施しました。 

 

 

 

 

防災センターでは、大震災や施設内の火災等を想定した

自衛消防訓練を年 2 回実施して従業員の訓練を行ってい

ます。  

11 月 17 日には実際の火災を想定した実践的な自衛消

防訓練を実施し、従業員の意識やスキル向上を図りまし

た。 BumB では、お客様が安心して施設をご利用いただ

けるように、今後も定期的に実践的な訓練を行ってまい

ります。  

また、BumB には、設備スタッフが 24 時間 365 日常駐

し、お客様が安心して施設をご利用いただけるよ  

うに、自然災害や設備トラブルへの対応、  

清掃やプール等の水質検査、巡回点検な  

どの業務を行っております。  

 

  

ユース・スクエア発表

会  

高校生世代チャレンジプログラム

開講  

 

 

10 月  29 日 (日 ) 令和 5 年度  高校生

世代チャレンジプログラムが開講いたし

ました。高校生世代チャレンジプログラ

ムは、東京都との共催により、社会課題へ

の取組や社会貢献活動などを高校生世代

自らが立案から計画の作成、実施までの

一連の取組を全て行うことで、コミュニ

ケーション能力、問題解決力、主体性、協

調性などの「生きる力」を身につけること

を目的に実施しています。  

定員 20 名の所、参加申込数 50 名の内、

参加決者数 45 名で、初日の対面での開講

式・オリエンテーション・チームビルディ

ングには 42 名の高校生が参加致しまし

た。  

これから令和 6 年 2 月  18 日 (日 ) の活

動報告会まで 11 回、 4 カ月の間、「持続

可 能 な 開 発 目 標 」（ Sustainable  

Development Goals ） の コ ン セ プ ト と

『 2030 年にむけて「いま」きみができる

こと』のテーマに沿って、未来を担う高校

世代が、「いま」互いを認め合い、未来に

つなげるために、ベストを尽くしてでき

ることは何か、何をすべきなのかを考え

て、イベントなどの事業を企画し、活動計

画や資金計画を作成し、自ら実施した社

会的起業活動の体験を活動します。  
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担当：グリーンハウス  
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